
弊社の販売先は国内のみであった
が、今回の中国輸出の経験で、弊社
の製品が海外でも通用することがわ
かり、今後の販売展開の可能性もよ
り大きなものになった。

また、輸出における必要な手続き
方法がわかり、今後はより一層海外
にも目を向け、業容の拡大を図って
いきたい。

■企業の現状・課題及び支援の経緯

当社は、1994年創立以来、朝日村近隣のカラ松・桜・栗等の無垢材を使用して、注文家具や椅子、オーディ
オ用のスピーカー筐体、カップ・スプーン等の調度品を当社でデザインし、一つ一つを手作りで製作している。

2019年5月に、中国浙江省紹興市で家具の製造販売業を営む会社の代表が工房を訪れた際に、工房で製
作した木製の「手作り椅子」を気に入り中国で販売したいとの申し出があった。２種類のデザインの椅子につ
いて各10脚の注文をその場で受注し、急遽、中国へ輸出することになった。

当社は、以前から国内での販売のみで、輸出の経験がなかったため、輸出に係る具体的な手続き方法が
分からず、商工会への相談に至った。

■実施した支援内容

１ 輸出処理業務全般について説明を行った。

(1) 物流フロー(概要)の説明
泉家具工房 ～ 国内輸出代行（検疫・燻蒸・通関）
～中国内代行（通関・税）～ 輸入許可 ～ 配送

(2) 輸出にかかる必要書類の説明
ア 売買契約書 ⇒ 必要性と記載内容を説明
イ 信用状(L/C) ⇒ 取引の円滑化を図るため銀行を経由した取引方法について説明
ウ 商業送り状(INVICE) ⇒ 貨物通関手続き書類（納品書・送り状）の作成について説明
エ 船荷証券、船積み依頼書、梱包証明書について説明
オ 原産地証明書・燻蒸証明書・検疫証明書等が状況に応じて作成・添付が必要になることを説明した。

上記により、輸出処理業務全般について相談者の理解は得られたが、手続きが煩雑であり、初めての個
人輸出ということもあり、今回は輸出入代理店に委託することを推奨、業者を紹介した。

泉家具工房

■代 表 者： 谷口 泉
■所 在 地： 東筑摩郡朝日村古見703
■従業員数： ２名
■事業内容： 注文家具製造
■連 絡 先： 0263-99-3728

支援概要

相談者は、当初、個人輸出を想定していたが、代理店に輸出業務一切を委託することで、煩雑な輸出
手続きから解放され商品の生産に集中することが可能となり、2020年１月末までに手作りスツール 20脚
の輸出が可能になった。今後も、海外への販路拡大を積極的に展開していく。

支援の結果及び今後の展開等

長野県内各地には、「泉家具工房」のように『レベルの高いものづくり』
を行う事業者が多く、自社の製品に自信を持って、海外への販路に積極
的にアプローチすれば、おのずと商機が拡大する。

海外展開を希望する事業者を、今後も商工会と一体となり支援していく。

「木工加工品の中国輸出」のサポート

支援を受けて企業紹介

支援を実施して 上席専門経営支援員 田中 照光

代 表 谷口 泉 氏

朝日村商工会
宮川 晃一 副統括経営支援員

今回輸出する「木製椅子」２種


